
ICT街づくりシンポジウム（広島市）

～来場者アンケート取りまとめ～

開催日時　　　　　平成25年7月3日(水)
来場者数　　　　　105名
アンケート回答数　74件



【講演１】 ＩＣＴを活用した新たな街づくりについて 【講演２】 愛知県豊田市／平常時の利便性と急病・災害時の
　　　　　安全性を提供する市民参加型ICTスマートタウン

【講演３】 オープンデータは社会を変えるか 【パネルディスカッション】 ICTを活用した街づくりを
　　　　　～私たちが今取り組むべきこと～ 　　　　　　        進める上での期待と課題について
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【今後のシンポジウムに期待する内容は】 【今後ICTの導入を希望する分野は】

【参加者の所属】 【参加者の年齢】
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【講演１】「 ＩＣＴを活用した新たな街づくりについて」 へのコメント

・ 国の取り組みについて、具体的な概要を知る機会となった。　どのような背景かがよく分かった。

・ 取り組みや成功事例はわかりやすかったですが、単純に成功事例ではなく、ここに気を付ける・ここは失敗といった

　負の情報の方が実際は必要なことが多い。

・ 何カ所か具体的な取り組みをご紹介いただくのが良かったのではないか。

【講演２】 「愛知県豊田市／平常時の利便性と急病・災害時の安全性を提供する市民参加型ICTスマートタウン」

          へのコメント

・ 国民総背番号のモデルになる形だと思う。 そこで出る問題も役に立つ情報だと思う。

・ 事業化と継続するためのヒントをたくさんいただきました。 大変興味深く聞かせて頂きました。

・ コンセプトが理解できた。ICT活用側の取り組みについて大変参考になった。非常に良い取り組みで大変参考になった。

・ プレゼンテーションがすばらしかった。是非自分の街に導入して欲しいシステムだと思った。

・ 今後、補助金がなくなった時、実験／モデルケースではすまされない切実さがあるのでは? その危機感も聞きたかった。

・ 楽しく内容を紹介してもらった。基本的な考え方に納得がいった。

・ 個人情報のセキュリティをどう確保するのか。カードの情報を基に詐欺が発生するのではないか。住民への教育が大事。

【講演３】 「オープンデータは社会を変えるか　～私たちが今取り組むべきこと～」 へのコメント

・ 自治体はAPI（Application Program Interface）を用意するので、自ら考える。

・ 個人保護についてグレーゾーンをはっきり分かるようにして欲しい。

・ オープンデータの重要性が理解できた。

・ 「何でもオープン」では全く見当もつかないオープンデータだが、少し考える方向のヒントをいただいた気がします。

・ 海外の動向、G8サミットでの憲章について、報道されていない情報で参考になった。

・ 情報を扱う者として、今後の方向性の一助になると思う。

・ とてもわかりやすかった。考えがしっかりしており、すばらしい。

・ 誰もが発信者になると悪意を持ったデータをどう扱うのか。情報が全て明らかになると新たな問題が発生するのでは。



【パネルディスカッション】 ICTを活用した街づくりを進める上での期待と課題について

・ スライドに表示する資料の事前配付があれば良い。メモが手間。後方から見えない。話に集中できない。

・ 時間が少なくディスカッションになっていない。○○が重要より、そのためにどうするべきか具体的な話を聞きたい。

・ 課題はだいたい分かっていたので、具体的な解決方法等を教えてほしい。

・ この場でしか聞けないことがシンポジウムの価値では? その意味で村上さんのコメントは参考になった。

・ 用意されたスピーチの場でなく、ディスカッションにより生々しい考えを聞いてみたかった。

・ シンポジウムの開催による、課題とプロジェクトの有益性の共有は非常に大事だと思いました。

・ ランニングコスト低減のために民間サービスをできる限り活用するというのは目からウロコでした。

・ 「ICT以前の問題が本質的なもの」という言葉が心に残りました。ICTに隠れて見えない所に本質があるのかも。

・ もう少し突っ込んだ話が聞きたかった。

・ パネラーの意識がバラバラで、それぞれのことを総論で話しすぎで、深まりがなかった。

・ 今後取り組む上での課題等がよくわかった。

・ 継続の大切さを感じた。

【講演全般】へのコメント

・ テーマが幅広すぎるので、シンポジウムごとにメインテーマを絞ってはどうでしょうか。

・ 講演者あたりの時間を増やしてほしい。 そのために講演数が減るのはやむを得ない。

・ 全体的にもう少し講演時間が欲しかった。 講演時間が短い。 場合によっては1日開催でも良い。

・ 講演も含めて説明が早すぎて音を聞き取ることが難しい。

・ 懇親会等により、講師との交流を強化する場をセットしてほしい。

・ 「実際のサービスの体験(システムの活用など)」の講演が聞きたい。

・ 講演とリンクした展示を実施してほしい。

・ 広島以外でも開催してほしい。


